
等差数列



この回のポイント

•等差数列の一般項を求めよう

•一般項を用いて、末項が第何項
か考えよう



等差数列

等差数列の一般項は
「初項＋（ 𝑛－1 ）×公差」となる。
すごく便利な公式です!!

初項２、公差４の等差数列の第１項から第３項までを考える。

𝑎1 = 2←これは初項だから
𝑎2 = 2 + 4 = 6 ←公差を足す

𝑎3 = 2 + 4 + 4 = 10 ←さらに公差を足す

𝑎3を求めるとき、初項＋公差＋公差、つまり
初項＋２×公差となっている。

同様に考えると、𝑎𝑛＝初項＋（ 𝒏－𝟏 ）×公差となる。

第３項を求めるとき、公差と２をかける!!



等差数列

一般項は
「 」の形で表される。
「ｎ番目を考える」ということですね。

初項𝑎、公差𝑑の等差数列の一般項は

𝒂𝒏 = 𝒂＋(𝒏－𝟏) × 𝒅

で表される。





等差数列

求め方さえ知っておけば、計算は簡単ですね!!

一般項を使って,第10項を求めてみよう。
𝑎𝑛 = 5𝑛－1 と表される等差数列の第10項は, 𝑛 = 10であ
るので,

𝒂𝟏𝟎 = 𝟓 × 𝟏𝟎－𝟏 = 𝟒𝟗

となる。
つまり,𝑛に10を代入して計算する。





等差数列

求め方さえ知っておけば、計算は簡単ですね!!

等差数列４，９，１４，１９，・・・８４において，末項８４は第何
項かを求める。
𝑎1 = 4, 𝑑 = 5なので
一般項は 𝑎𝑛 = 4＋(𝑛－1) × 5

= 5𝑛－1
これは、第𝑛項の数字は5𝑛－1で表されるということ。
つまり、 5𝑛－1 = 84 となる𝑛を求めると、第何項目かがわ
かる。

𝑛 = 17より 末項84は第17項

末項が第何項目かを求めるときは、
一般項＝末項




